
〆一タグ・

∂》3
数理解析研究所講究録 507

統計的漸近理論とその応用

「∵・,,、《裁勇s v ’,”)/os, 1,. 26一一 ’2. ’mp 2

数研立書室

京都大学数理解析研究所

1983年 12月



京都大学
84056687
図 書
数理解析研究所

ま え が ぎ

/983年 6月 2日{̃}6月午下の期アみ、頂磯象 Az

「観計的漸近理論とそめノ蒔用」が開潅さ叡、7S数の参勿看め
鰯力 1てよク実吻吋味なりました。
紹勧漸:近理諭証則な場 An OP b fs 9ず、 Pろいろ臆昧で
非正則な場!分についマ毛蚕んに三研変されマあワ、ま表
そ‘・Dノも串毛篠々な・分野で行われています.これ 5の理論 1ヒ
稠が越ド発展して“く二とを期宝寿し、この繊蘇が
少して梵役立っこ確念期して{̃}Dます.

最後に、篇依勃 (理鰍柳変伽方妹い御棚蹴
{=なつプヒこ=と rを応誹†蓼文します、

/ラ 83丁 8月

煮平昌文。
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